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DJI、産業⽤ドローン「MATRICE 200 シリーズ V2」とドローン業務管
理ソフトウェア「FLIGHTHUB」に新たな機能を搭載 
⽬視外⾶⾏や夜間⾶⾏の基盤を築き、組織全体のドローン配備を加速  
 
⺠⽣⽤ドローンと空撮テクノロジーで世界をリードする DJI は、判断の極めて難しいミッションを遂
⾏する産業ドローン操縦者向けに、向上した操作性と強化された安全性、セキュリティ性能を兼ね備
えたハードウェア「MATRICE 200 シリーズ V2（以下 M200 シリーズ V2）」と、ドローン管理ソフ
トウェア「FLIGHTHUB エンタープライズ」を発表しました。M200 シリーズ V2 は、より優れた信
頼性、安全性、セキュリティ機能を備えて再設計されています。また、FlightHub エンタープライズ
は、利⽤者により多くの実装制御とデータセキュリティの保証をもたらします。これにより、産業ド
ローン利⽤者は、BVLOS（⽬視外⾶⾏）や夜間運⽤のための技術的基盤を築きながら、ドローンプ
ログラムの拡張および管理をすることができます。 
 

「⽇常的に⾏われるマッピング業務から、慎重さが求められる点検業務に⾄るまで、世界中の企業・
団体は DJI がより堅牢かつ安全で拡張性のあるソリューションを提供することに期待しています。先
進的な企業は、ドローンフリートの運⽤を数百台から数千台に拡⼤し、この運⽤を⼀元化するための
より良い⽅法を求め、より安全で信頼性の⾼いドローン技術を要求する分野にドローンを導⼊してい
ます。最新の M200 シリーズ V2 は、困難な捜索救助活動、慎重さが求められる場所での⾶⾏や夜間
⾶⾏に対応できるようになりました。⼀⽅、FlightHub の機能強化により、運⽤中のドローンフリー
トや⽣成データの管理も可能になりました」と DJI ストラテジック パートナーシップ ディレクター 
Jan Gasparic は述べています。 
 
Matrice 200 シリーズの機能強化 
DJI 産業⽤ドローン M200 シリーズ V2 には、新機能が追加され、既存機能も強化されています。よ
り堅牢な全天候型設計、簡単なセットアップと構成はそのままに、主要機能がアップグレードされ、
より安全で信頼性の⾼い操作を実現します。建築物やインフラ設備の点検業務、公共の安全や捜索救
助まで、M200 シリーズ V2 は、ドローン技術で⽇常業務を劇的に変えたい企業や団体のための多⽬
的プラットフォームです。M200 シリーズ V2 の主な機能強化は次の通りです。 
 
l 信頼性の⾼い伝送 

「OcuSync 2.0」を搭載し、最⼤ 8km1の伝送距離で（⽇本は最⼤伝送距離は 5 km）2.4GHz から

                                         
1 障害物、電波⼲渉がなく、FCC に準拠している場合。最⼤⾶⾏距離の仕様は、無線の接続強度とレジリエンス（復元⼒）を踏まえた概測にな
ります。許可がない限り、常に⽬視可能な場所でドローンを⾶⾏させてください。 



 

5.8GHz の⾃動デュアル周波数帯域2の切替に対応し､⾼解像度で低遅延のデジタル映像伝送を操
縦者に送り返します。 
 

l データセキュリティ 
OcuSync 2.0 から送信されるすべてのデータは、最先端の AES-256 規格を使⽤して暗号化されて
いるため、重要な業務情報を確実に保護し、承認された関係者のみがアクセスできます。 
 

l ⾶⾏の安全性 
⽶国連邦航空局（FAA）の夜間適⽤免除基準を念頭に置いて設計された衝突防⽌ビーコンが機体
の上部と底部に追加され、低照度環境下や夜間⾶⾏の安全性を⾼めています。また、ADS-B 受
信機を搭載した「AirSense」が装備されており、衝突リスクをもたらす可能性のある接近中の有
⼈航空機の情報を操縦者へ提供します。 
 

l ⾶⾏性能 
複数のペイロードを使⽤する操縦者は、DJI Pilot アプリから簡単に機体の重⼼キャリブレーショ
ンを⾏うことで、より安定した⾶⾏が可能になります。 
 

l データ精度 
新しい「TimeSync」機能は、フライトコントローラー、カメラ、GPS モジュール、RTK モジュ
ールおよびサードパーティ製のペイロードや搭載アクセサリーを連続して連携させ、位置データ
を画像フレームの中⼼に固定しデータの精度を向上させます。 

 
今回の機能強化は、より⾼度なドローン操縦のための技術的基礎を築いています。Mavic 2 Enterprise
や M200 シリーズ V2 など、DJI の最新産業⽤ドローンに夜間⾶⾏3を可能にする衝突防⽌ビーコンを
搭載することから始まり、衝突防⽌ビーコンと改良された伝送距離を ADS-B 受信機を内蔵した DJI 
AirSense 技術および FlightAutonomy 障害物検知システムと組み合わせることにより、M200 シリー
ズ V2 は、BVLOS（Beyond Visual Line Of Sight, ⽬視外⾶⾏4）操作をサポートするようになりま
す。  

                                         
2 国や地域によっては、現地の規制により 5.8GHz 伝送はご利⽤になれません。（⽇本国内は 2.4GHz のみ利⽤可） 
3 夜間運⽤を実施する場合、事前に現地の法規や規制をご確認ください。⽇本国内では、国⼟交通省が定める⾶⾏ルールを遵守してください。 
4 BVLOS 運⽤を実施する場合、事前に現地の法規や規制をご確認ください。⽇本国内では、国⼟交通省が定める⾶⾏ルールを遵守してくださ
い。 

 



 

FlightHub エンタープライズによる運⽤管理 

DJI FlightHub ソフトウェアを使⽤すると、企業や団体は１つのプラットフォームから、産業⽤ドロ
ーン運⽤のあらゆる側⾯を効率的に管理できます。Web ベースのサービスとして、FlightHub ベーシ
ックと FlightHub アドバンストは、実運⽤の監視、⾶⾏データの管理、フリートと操縦者の管理、そ
して効果的に運⽤を計画する機能を提供します。また、FlightHub エンタープライズには、実装業務
とデータセキュリティをより細かく管理できる追加機能があります。 
 
l プライベートクラウドホスティング 

企業や団体は、既存の組織リソースやセキュリティプロトコルを利⽤し、ドローンフリートの効
果的なワークフローを構築でき、プライベートクラウドまたはオンプレミスの IT インフラ内
で、FlightHub エンタープライズをホスティングすることを選択できます。 

 
l 専⽤アプリ DJI Pilot 

FlightHub エンタープライズ専⽤の新しいアプリ「DJI PILOT PE」は、⾼いデータセキュリテ
ィ要件を持つユーザー向けに設計された、DJI のフライトコントロールアプリのカスタマイズ版
です。DJI Pilot PE は、データをパブリックネットワークに送信せず、プライベート IT インフラ
にホスティングされている企業の FlightHub エンタープライズプラットフォームにのみ、直接接
続されます。 
 

l ファームウェア管理 
ドローンのファームウェア更新を⼀元的に管理し、ドローンフリートを独⾃のペースで認証およ
び更新できます。その結果、セキュリティコンプライアンスを確保し、重要な任務遂⾏中の予期
せぬ遅延を回避します。 
 

l ミッション計画 
ウェイポイントまたは地図作成ミッションを各操縦者に⾃動で送信し、ドローン運⽤計画を⽴
て、監督します。 
 

l デバイス管理 
機体とバッテリーの使⽤時間を含む機器の使⽤状況を記録し、機器が正しく機能し、機体メンテ
ナンスがスケジュール通りに実施されるようにします。 

 
これらすべての新機能により、FlightHub エンタープライズは、⼤規模な災害対応業務、警察や消防
などの指令本部でのリアルタイムのデータ確認による迅速な意思決定が求められる公共安全業務、エ
ネルギーや通信産業での点検中に遠隔にいるエンジニアへの情報伝達など、ドローン技術を使⽤した
重要ミッションの増加に伴い、幅広い商業および産業分野の顧客の需要に応えます。 



 

 
「ドローンは、現場での意思決定の⽅法を変え、⼈々の安全を守り、事業資産のパフォーマンスを

最⼤にするための情報を提供する重要なツールとなっています。また、私たちのお客様は、ドローン
技術をシンプルかつ安全、確実に取り⼊れたいと望んでいます。FlightHub エンタープライズを、弊
社の⼀体化ソフトウェアプラットフォームである、The Ground Control™ に統合することで、私たち
のお客様は、前例のない制御と知⾒をすぐに⼿に⼊れるでしょう。」と、空撮インテリジュンスソリ
ューションのリーダー企業である Measure 社 CEO 兼共同創設者 Brandon Torres Declet ⽒は述べて
います。 

 
販売時期と価格 
Matrice 200 シリーズ V2 と FlightHub エンタープライズは、全国の DJI Enterprise 正規代理店で本
⽇より販売を開始します。価格については正規代理店までお問い合わせください。 
DJI Enterprise 正規代理店：www.dji.com/jp/where-to-buy/enterprise-dealers  
 
M200 シリーズ V2 製品情報：www.dji.com/matrice-200-series-v2 
 
FlightHub エンタープライズの製品情報：www.dji.com/flighthub 
 
製品画像はこちらからダウンロードください。 
MATRICE 200 シリーズ V2： https://bit.ly/2SPf08f 

FLIGHTHUB エンタープライズ ：https://bit.ly/2T47E02 

 
 
DJI について 
⺠⽣⽤ドローンと空撮技術で世界をリードする DJI は、リモート操縦できるマルチコプターの実現に
情熱を注ぐスタッフにより創業、運営される、⾶⾏制御技術と⼿ぶれ補正のエキスパートです。DJI
は、プロ、アマチュアユーザーのために、⾰新的なドローンとカメラ技術を開発、製造しています。
DJI は、世界中のクリエイターやイノベーターにとって、空撮技術とツールがより⾝近で使いやす
く、安全になるよう取り組んでいます。現在、北⽶、ヨーロッパ、アジアに拠点を構え、世界 100 ヵ
国を超えるユーザーが、映画制作、建設業界、災害対策や⼈命救助、農業、管理保全など多くの産業
分野において DJI の製品を愛⽤しています。 
 
お問い合わせ先: 
DJI JAPAN 株式会社 武藤千穂 
Mail: chiho.muto@dji.com 
 



 

www.dji.com/jp  |  facebook.com/dji.jp  |  twitter.com/djijapan  |  youtube.com/DJIJapan  |  instagram.com/dji_japan  |  

www.linkedin.com/company/dji  

© 2019 DJI JAPAN. 記載されている会社および商品名は、各社の商標または登録商標です。 


